
日 時　令和４年３月 2 3 日（水）

【弘前大学徽章について】

　青森県の津軽地方を支配した大名「津軽
氏」は、家紋として「津軽牡丹」を用いて
いました。
　その弘前城下にある弘前大学の徽章は、
「牡丹」の花がモチーフとされています。



修了生へのメッセージ式次第

日　時　　　令和４年３月 2 3 日（水）
　　　　　　午前 1 0 時 0 0 分～

一、　　　開　　式　　の　　辞

一、　　　修 士 学 位 記 授 与

一、　　　博 士 学 位 記 授 与

一、　　　学　　長　　告　　辞

一、　　　修　了　生　答　辞

一、　　　閉　　式　　の　　辞

弘　前　大　学　長　 福　田　眞　作

人文社会科学研究科長　 飯　島　裕　胤

教 育 学 研 究 科 長　 福　島　裕　敏

医 学 研 究 科 長　 廣　田　和　美

保 健 学 研 究 科 長　 齋　藤　陽　子

理 工 学 研 究 科 長　 佐　藤　裕　之

農学生命科学研究科長　 佐々木　長　市

地域社会研究科長　 北　原　啓　司

地域共創科学研究科長　 曽　我　　　亨

高めた専門性と教養を糧として、それぞれの分野で明るい未来社会を創造
するリーダーとして活躍されることを心から期待しています。

修了おめでとうございます。修士論文では、価値あるテーマを長期間追究
されました。これを糧に、今後も健闘し続けられることを祈ります。

修了おめでとうございます。大学院で培った幅広く深い学識と研究能力を
もとに、他者との協働による新しい実践の地平を拓いていって下さい。

修了おめでとうございます。弘前大学で得られた経験は貴重な財産となる
と思います。今後の皆さんの活躍を心より祈念しております。

修了おめでとうございます。学位取得は、ゴールではなくスタートと肝に
銘じ、これからも医学の発展のため、是非研究にも力を入れて下さい。

皆さん、修了おめでとうございます。大学院での学びは皆さんの素晴らし
い未来の礎となる事でしょう。今後のご活躍を祈念しております。

大学院での研究の経験は、皆さん自身の可能性を意識する機会になったこ
とと思います。研鑽の継続と、その成果の社会還元を期待しています。

修了は終了ではなく、次のターゲットを明確にすることができた証です。
ここから、新しい知の冒険が再びスタートすることに乾杯！

修了おめでとうございます。知識をアップデートし続け、仕事を通じて
社会に還元していってください。幸多からんことをお祈りします。




